セカイ ナイブ クウカン シロン by 熊沢 秀哉 et al.
「世界内部空間」試論







































































































































































































































































































































































































































































































































































Rainer Maria Rilke, Sämtliche Werke, hers. vom Rilke-Archiv in Zusammenarbeit mit Ruth Sieber-Rilke und besorgt von
Ernst Zinn, sieben Bände, Frankfurt１９５５-１９９７.




 Beda Allemann: “Zeit und Figur beim späten Rilke.” Pfullingen１９６１.
 この手記は，『全集』ではⅠとⅡに分けて収められている。リルケは，Ⅰに当たる部分を１９１８年に取り出し，１９１９
年のインゼル年鑑に発表した。残りのⅡにあたる部分は，１９１９年１月に清書されルー・アンドレーアス＝ザロメ
２０ 熊 沢 秀 哉
に宛てて送られている。
 上記 Allemannも Hamburgerもこの手記については言及している。
 拙論，―『転回』の危機と「空間」― 岐阜聖徳学園大学紀要 第４１集 ２３～３６頁，を参照されたい。
 同上。
 a.a.O., S.１９.
 a.a.O., S.１３ff.
 拙論，―『転回』の危機と「空間」―，を参照。
 a.a.O..
 Beda Allemannは，「傷のない意識」の一例として「たとえば蚊は，世界以外いかなる内部空間も決して知るこ
とはない」と述べている。a.a.O.,S.８９.
	 上記，バシュラール『空間の詩学』，２４８頁。

 同上，２４８，２４９頁。
 拙論，―『転回』の危機と「空間」―，参照。
 上記，バシュラール，２４８頁。
 拙論，―『転回』の危機と「空間」―，参照。
 a.a.O..
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